
東海大学・経営学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６４４

基盤研究(C)（一般）

2022～2019

カスタマイゼーション・システムの実証研究を通じた 共創活動のメカニズム解明

Elucidation of the mechanism of co-creation activities through empirical 
research on customization systems

９０６０９４１３研究者番号：

遠藤　誠二（Endo, Seiji）

研究期間：

１９Ｋ０１９４６

年 月 日現在  ５ １０ ３０

円     2,600,000

研究成果の概要（和文）：顧客が、企業とどのように共創を推進し、カスタマイズ製品を創出するのか明確に理
解されていなかった。本研究は、そのメカニズムを解明することを目的とした。その為に、企業リーダー、製造
現場、自治体へのインタヴューのデータを分析した。その結果、カスタマイズ製品は企業リーダーや製造現場な
ど組織内部のメンバーと顧客やサプライヤーを含めた組織外部が有機的に連携し、顧客に長期的視点でカスタマ
イズ製品を提供していた。さらに、企業はカスタマイズ製品で得られた顧客ニーズをスタンダード製品の開発に
活用していた。つまり、スタンダード製品と有機的連携がなければ顧客が満足するカスタマイズ製品の提供が困
難であることがわかった。

研究成果の概要（英文）：Until now, there has been no clear understanding of how customers co-create 
with companies to produce customized products. The purpose of this study was to cralify the 
mechanism of the customization process. Thus, we analyzed data from interviews with company leaders,
 manufacturing sites, and local governments. As a result, customized products were provided to 
customers from a long-term perspective through close collaboration between internal members of the 
organization, such as company leaders and employees at manufacturing site, and outside the 
organization, including customers and suppliers. In addition, companies applied the information 
obtained from customized products to the development of standard products. In other words, it was 
found that it would be difficult to provide customized products that satisfy customers without 
organic collaboration with standard products.

研究分野：マーケティング

キーワード： パーソナリゼーション　共創　スタンダーダイゼーション　サステナビリティー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義は、共創を通じたインターナル・マーケティングの重要性である。つまり、カスタマイズ製品を顧客
へ提供する為に、組織内部の企業リーダーと社員や製造現場とのフラットな有機的連携が重要となる。それは、
一方的な官僚組織では顧客との双方向的対話から生まれるカスタマイズ製品の提供が難しくなってしまうからで
ある。社会的意義として、個々の顧客ニーズを基に提供されるカスタマイズ製品は在庫を大幅に削減すること
で、在庫管理に充てる時間を削減し、労働環境の改善が可能となるシステムであった。さらに、顧客の過度な消
費を適正に抑えることで、サステナブル社会に貢献できる可能性を秘めたシステムであることが明らかになっ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

近年の技術革新（ICTや SNSなど）により、顧客と企業の関係 (B2C) が一方的から双方向とな
り、対等で価値の高い共創的アプローチが重要な時代になりつつある (Sheth, 2017) 。そこでは、
サービスを提供する企業のみならず、製品を製造する企業でも積極的に顧客との共創活動を通

じて、価値の高い製品を継続的に市場に提供している。その共創活動は、Appleなどの大企業の
みならず中小企業でも可能になりつつある。 
 
これまでの顧客と企業の共創 (Co-Creation) 活動は、限られた顧客と企業によって推進されてき
た。ユーザー・イノベーションはその一例である。一方、オープン・ネットワーキングの時代で

は、顧客がかつてない情報収集力と情報発信力で積極的に企業の様々なメンバーと繋がること

が可能となり、これまでの限定された共創関係からより広範囲で対等な共創関係になりつつあ

る。その変化の中で、顧客が企業のどのメンバーと、どのように共創活動を推進し、価値の高い

製品 (Goods & Services) を創出するのか明確には理解されていないのが現状である。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、顧客と企業の共創活動のメカニズムの解明をおこなう。その為に、共創活動の核心

であるカスタマイゼーション・システムの実証研究を通じてこの課題を明らかにする。これまで、

企業間 (B2B)の共創活動のメカニズムを解明する研究はなされてきたが (Kihara, et al., 2018な

ど)、顧客と企業の間 (B2C)の共創活動のメカニズムを解明する研究はあまされてこなかった(遠

藤,2017)。そこで、本研究の独自性は、近年、広がりをみせている顧客と企業の共創活動を実証

的に分析し、共創研究の新たな方向性を提示することで、共創活動の活性化への貢献が出来るこ

とである。 

 

３．研究の方法 

 
以上から本研究では、共創活動に関する調査を主に企業へおこなうことで、この共創活動のメカ
ニズムを解明する。具体的には、以下の３点の研究をこの期間内に推進する： 
① 企業内でどのメンバーが（例：営業、デザイナー、エンジニアなど）、顧客とどのようなツ
ールやシステムで共創関係を構築しているのか。具体的には、どのようなテクノロジー、コ
ミュニケーション・システム、データ・アナリティクスを活用し共創活動を推進しているの
か、 

② 企業内でどのメンバーが、どのように組織外のステイクホルダーと交流し、共創活動を推進
し、顧客との共創関係を維持・発展させている促進要因は何か、さらに、その阻害要因は何
か、 

③ そして、その共創活動から価値の高い製品（例：量産品、カスタマイズ製品、サービス製品）
がどのように創出されているのかを期間内に明らかにする。 

 

４．研究成果 

 



調査の結果、カスタマイズ製品は企業リーダーや製造現場など組織内部のメンバーと顧客やサ

プライヤーを含めた組織外部が有機的に連携し、顧客に長期的視点でカスタマイズ製品を提供

していた。さらに、企業はカスタマイズ製品で得られた顧客ニーズをスタンダード製品の開発

に活用していた。つまり、スタンダード製品とカスタマイズ製品が有機的に連携しなければ顧

客が満足するカスタマイズ製品の提供が困難であることがわかった。 
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